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2011年3丹11日に起きた地震、津波、それに連なる原発事故といった一連の「東日本大震災J。
今年度は、どこに行っても 3月11日以持わが国が抱えた（あるいは、抱えていた）課題を考えざるを
えなかったが、早いもので、既に一年が経った。しかし、持は過ぎても、依然として数多くの行方

不明者が存在していること、被災地における「復興Jは、まだ緒に就いたばかりであることを、深
く心に留めていかなければならない。

今回の震災、それに伴う人災を契機にして何が変わったのだろうか。少なくともこれまで f当た
り前Jなこととして捉えられてきたものを再確認し直すーっの起点となったのではないか。教育の
面においても、それは然りである。ただ、人々が疑いの念を持ってそれぞれの事象について見つめ

ていこうという風潮になった一方で、、「持Jに象徴されるような苔葉で国家の活動に、その中身が
精査されぬまま人々が巻き込まれていく負の可能性も秘めているという点は否定出来ない。それに

反対するものは異端者として排除されていくのである。では、私たちが本当に必要としている「粋J
とは、一体どのようなものなのであろうか、それを考えていく必要がある。

以上のような状況のもと、中等教育研究センターは、どのようにあるべきなのだろうか。今年度

も活動する中で、高等学校における教育がいかに大学の学問と議離しているかということをひしひ

しと感じた。「学びの杜Jに参加した高校生たちのほとんどが大学の学問そのものに触れるという
ことも勿論よろこびを感じていたようである。しかし、「多くの同世代の仲間と f議論jしあうと
いうスタイルを通して自己の学びや他者の学びが相互に触れ合い、精錬されていくことjに深く感

銘し、大学に進学し、学問と向き合っていくという思いを抱いたという生徒が多くの数いたという

事実がある。彼らは、自身と向き合い、興味・感心を深めていくための「粋jを求めているのでは

ないだろうか。上記の理由だけではないが、センターとして、これからも中等教育を巡る情勢を客

観的に分析し、「正しいj知見を提供していく立場にあり続けなければならないという思いを確か

にした。この紀要からそのようなセンターとしての所信を感じ取っていただけたらと幸いである。

最後となったが、本年も変わらぬご指導・ご鞭援を賜った名古屋大学の関係部局の諸先生方にこ

の場をお借りして御礼申し上げたい。 （編集委員 永井）
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